
「忘れまじ 豪雨災害
平成十八年七月豪雨災害の記録」

（岡谷市HP）

広報誌などから旧市史＜岡谷市史下巻1982(昭和57)年刊行.編年：昭和20年～昭和53年＞以降の
岡谷市政を中心に、テーマを設けてシリーズとして拾っています。防災ー中編では、「平成１８年７月
豪雨災害」を中心に取り上げます。

西暦 和暦 年 月 出 来 事

2002 平成 14 4 岡谷市が東海地震の地震防災対策強化地域に指定される

2003 平成 15 2 「岡谷市地震防災強化計画」策定

2003 平成 15 6 防災情報システム導入

2006 平成 18 7 「平成18年7月豪雨災害」発生

2007 平成 19 5 防災ラジオ配布

2007 平成 19 6 地域連絡員の配置を導入

2008 平成 20 7 平成18年豪雨災害関連の砂防えん堤が完成

2009 平成 21 6 防災ガイド改訂版を発行

2009 平成 21 7 忘れまじ豪雨災害（平成18年7月豪雨災害の記録）を発行

2010 平成 22 8 湊（小坂区）土砂崩落発生

2011 平成 23 7 岡谷市防災の日を制定

2013 平成 25 8 ゲリラ豪雨で大川、塚間川などがいっ水

覧古考新 : 古い事柄を顧みて、新しい問題を考察すること
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令和６年 市史編さん室撮影

2011（平成23）年3月
東日本大震災

シリーズ 岡谷市史下巻以降のおもなできごと ⑪ 防災ー中編
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はこちら

画像出典：平成18年7月豪雨災害の記録「忘れまじ豪雨災害」

2009（平成21）年 岡谷市発行 表紙

画像出典：平成18年7月豪雨災害の記録「忘れまじ豪雨災害」2009（平成21）年 岡谷市発行 ①p.48 ②p.162 ③p.216 ④p.35
.

＜崩壊の発生機構＞
岡谷市の本沢川・志平川・ 小田井沢川・
赤羽地区で発生した土砂災害は、いずれ
も風化して粘土化した塩嶺累層の凝灰質
角礫岩が基盤岩として存在し、その上位
に火山灰質の崖錐性表土が覆う地質条件
下で発生した。
画像出典・引用文献：平成18年7月豪雨災害の記録

「忘れまじ豪雨災害」2009（平成21）年 岡谷市発行 p.209
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平成18年7月19日～月9日までのボランティア延べ人数

県内
県外 合計 ＊上の原小学校への

市内 市外 支援ボランティアは、
学校での現地受付により、

1,598名 4,042名 769名 6,409名 左表とは別枠で延べ2,345名

防災教育 「災害に強い森づくり活動」 上の原小学校ドングリプロジェクト
平成１８年豪雨災害を受けて

秋、２年生が梨久保遺跡にドングリ
を拾いに行き、ポットに種を蒔く

翌年、発芽した苗を植木鉢に
ていねいに移植

児童会活動として
「花と生き物委員会」
が水やり等の世話を続
け、苗を育てる

地域の皆さんとともに災害に強い森を育てよう！
ある程度になった苗を、「洗心荘」の裏山に植林
４月下旬、６年生中心に児童有志が、
地元「横川里山の会」の皆さんと一緒に作業

①②画像出典：平成18年7月豪雨災害の記録「忘れまじ豪雨災害」 2009年 岡谷市発行 ｐ.23
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写真⑥：2024年 市史編さん室撮影
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写真③～⑤：岡谷市立上の原小学校提供 撮影：2023年
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復旧活動・復興支援

画像出典：平成18年7月豪雨災害の記録
「忘れまじ豪雨災害」 2009（平成21）年 岡谷市発行
①p.58 ②p.94 ③p.59 ④p.60 ⑤p.252
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表出典：平成18年7月豪雨災害の記録 「忘れまじ豪雨災害」 2009（平成21）年 岡谷市発行 p.59

写真：2024年 市史編さん室撮影

災害後造成された砂防堰堤の一つ
「上の原砂防堰堤」の現在

画像出典：平成18年7月豪雨災害の記録
「忘れまじ豪雨災害」 2009（平成21）年 岡谷市発行
①p.58 ②p.94 ③p.59 ④p.60 ⑤p.252
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